
障害科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Disabil ity Sciences

障害科学調査・実験実習Ⅰ・Ⅱ、障害科
学研究法Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ、視覚障害学特講
Ⅰ・Ⅱ、聴覚障害学特講Ⅰ・Ⅱ、運動障
害学特講Ⅰ・Ⅱ、病弱特講Ⅰ・Ⅱ、知的・
発達・行動障害学特講Ⅰ・Ⅱ、言語障害
学特講Ⅰ・Ⅱ、障害福祉学特講Ⅰ・Ⅱ、
障害原理論特講Ⅰ・Ⅱ、理療科教育特
講Ⅰ・Ⅱ、修士論文作成など（下線部は
必修科目あるいは修了要件）

障害科学調査・実験実習Ⅰ・Ⅱ、障害科
学研究法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、海外特別研修セミ
ナー、修士論文デザイン・中間・最終発
表など（下線部は必修科目あるいは修了
要件）
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障害科学調査・実験実習Ⅰ・Ⅱ、障害科
学研究法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、障害科学講究、視
覚障害学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、聴覚障害学演
習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、運動障害学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、
病弱演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、知的・発達・行動
障害学演習Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ、言語障害学演
習Ⅰ・Ⅱ・ Ⅲ、障害福祉学演習Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ、障害原理論演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、理療科
教育演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、修士論文作成、修
士論文デザイン・中間・最終発表など（下
線部は必修科目あるいは修了要件）

障害科学調査・実験実習Ⅰ、視覚障害
学特講Ⅰ・Ⅱ、聴覚障害学特講Ⅰ・Ⅱ、
運動障害学特講Ⅰ・Ⅱ、病弱特講Ⅰ・Ⅱ、
知的・発達・行動障害学特講Ⅰ・Ⅱ、言
語障害学特講Ⅰ・Ⅱ、障害福祉学特講
Ⅰ・Ⅱ、障害原理論特講Ⅰ・Ⅱ、理療科
教育特講Ⅰ・ Ⅱ、修士論文作成、修士
論文デザイン・ 中間・ 最終発表など（下
線部は必修科目あるいは修了要件）

・基礎科目は、障害科学の基盤となる中核科目群であり、3つの進路につながる障害科学の研究基礎能力を身

に付ける。専門科目（共通）は、障害や障害の特性に関する理解力と障害に関わる教育・福祉の理念・制度・

支援方法に関する理解力等の高度専門職業人として必要な知識技能を身に付ける科目群として設定する。専

門科目は、理念・制度・障害特性から生じる個のニーズ等の様々な観点のうち、3つの進路に即して、学生の

修学の必要性や興味関心に応じながら、特定の専門領域の知識技能を深く身に付ける科目群として設定する。
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・基礎科目の必修科目から5単位、専門科目における専門領域の科目（学生が特に専門に修学する領域で原則

として論文指導教員が担当する特講Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の7単位、その他の科目（大学院共通科目、基

礎科目の選択科目、専門科目（共通）、専門科目における専門領域の科目以外の特講Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ・Ⅱ）

から18単位以上を修得し、合計で30単位以上を修得することとする。

・修士論文作成に係る研究指導は、1年次基礎科目「障害科学調査・実験実習Ⅰ・Ⅱ」 (必修)、1・2年次基礎

科目「障害科学研究法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 (必修)、ならびに、2年次専門科目「演習Ⅲ」 (選択必修)で、組織的・体

系的に行う。

・障害科学の研究者を目指す学生は、研究者養成の第一段階として、基礎科目による研究基礎力の修得と専門

科目による障害専門領域・横断領域ごとの専門的知識技能の修得に重点を置いた履修とする。

・特別支援学校や特別支援学級の教員を目指す学生は特別支援教育分野の高度専門職業人として、基礎科目

による研究基礎力の修得と専門科目（共通）群から特別支援教育に関する理念・制度、障害のある児童生徒

の生理・心理・教育課程・指導法等に関する科目の履修による知識技能の修得に重点を置いた履修とする。

・障害のある人を対象とした療育機関や福祉施設の職員を目指す学生は、障害者支援分野の高度専門職業人と

して、基礎科目による研究基礎力の修得と専門科目（共通）群から障害発達臨床・支援等に関する科目の履

修による知識技能の修得に重点を置いた履修とする。

一般、推薦、社会人特別選抜の3種類の入学試験を実施する。また長期履修制度による課程修了も可能とする。
・一般入試(10月期および1-2月期)では、外国語（英語）、障害科学に関する専門科目、口述試験を通して審査

する。
・推薦入試（7月期）では、障害科学に関する専門知識と英語能力、及び科学的・論理的な思考についての論述

形式の筆記試験、ならびに研究計画等に関する口述試験を通して審査する。
・社会人特別選抜(10月期および1-2月期)では、受験生のこれまでの実践あるいはその背景にある知識や技能

を中心に審査する。
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